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北海道オホーツク海岸における春の気温急変現象＊

永　沢　義　嗣＊＊ 宮川和夫＊＊＊

要旨

　北海道のオホーツク海に面した海岸地方では，気温が数分から十数分の間に5deg以上も急変するという

現象が毎年春季を中心に観測される．この現象は，同時に風向も変化することから，温度の大きく異なる陸

上の空気と海上の空気とが短時間のうちに入れ替わる現象と推定した．気温急変を発現させる風向変化の原

因となるものとしては，熱的な効果と一般場の変化の効果とが考えられる．

　1．まえがき

　北海道のオホーック海に面した海岸地方では，気温が

数分から十数分の間に5deg以上も急変するという現象

が毎年春季を中心に観測される（例えば第2図）．この現

象については，気象官署に隔測温湿度計が設置された直

後の1973年頃から注目され始めた．それは，この測器の

設置によって，観測室に居ながらにして屋外の気温の変

化を監視できるようになったためと思われる．しかしこ

れまでのところ，この現象に関する報告文は数少ない．

加藤（1973）は，南高北低型の気圧配置で上空に強い暖

気の移流がある時，海風の入る日中にこの現象が起きる

と述べている．他の地域で見られる同種の現象として

は，藤巻（1965）の紹介した北海道太平洋岸の広尾の例

がある．また蒲田（1979）の報告によれば，北海道目本

海岸の留萌では春に限らず秋や冬にも気温の急変が起こ

るとの事である．本文では，北海道オホーック海岸で春

季にみられる気温急変現象の事例を示してその特徴を記

述するとともに，現象のメカニズムについて無理のない

説明を試みる．

　なお，本文では“気温急変”を次のように定義する．

すなわち，気温がその前後の時間とは不連続に変化し，

変化に要する時間が1時間以内であって，変化の前後の
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第1図 北海道北東部の地形図．陰影は標高500m
以上の山岳，破線は支庁界を示す．

温度差（以下，変化幅と称す）が5deg以上のものを気

温急変と呼ぶことにする．

　第1図に，北海道北東部の地形，および観測点の配置

を示しておく．

　＊The　Sudden　Change　ofSurface　Air　Tempera・

　　ture　Observed　at　the　Coastal　Area　of　the

　　Okhotsk　Side　of　Hokkaido　in　Spring．

＊＊Yoshitsugu　Nagasawa，札幌管区気象台

　　（現　稚内地方気象台）

＊＊＊Kazuo　Miyakawa，札幌管区気象台

　　一1979年11月19日受領一

　　一1980年2月18日受理一

1980年4月

　2．気温急変現象

　北海道オホーック海岸一帯では，年によって回数の変

動はあるものの，気温急変現象が毎年発現する．第1表

に示すように，網走では1965年から1977年までの13年間

の春（4，5，6月）に131回発現しており，そのうち

変化幅10deg以上のものも14回ある．これを1シーズ

ンあたりの発現回数になおすと平均して10回，変化幅10

deg以上のものも1回という割合になる．この13年間で

は，まったく発現しなかった年はなく，最多年における
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第1表　網走における春の気温急変現象の発現数

　　　　（1965～1977）．変化幅5deg以上の急変

　　　　回数の合計（括弧内は変化幅10deg以上）．

Aboshiri
　I5↑h　Moy　l976

4月

5月

6月

1†

〉
　＼

差

300c

上　旬

中　旬

下　旬

上　旬

中　旬

下　旬

上　旬

中　旬

下　旬

5
9
21

26（3）

49（8）

9（3）

35

84（14）

12

131（14）

回数は29回であった．現象の発現は4月下旬から5月中

旬にかけてが特に多く，また変化幅10deg以上の大き

な変化はいずれも5月に起きている．なお，他の季節に

ついては発現頻度が小さいので調査していないが，菊池

（1978）のデータによれば紋別では夏季の発現数も比較

的多いようである．ただし菊池氏の場合は，気温急変の

定義が本文とは異なる．

　北海道オホーック海岸における気温急変の記象の代表

例を第2図および第5図に掲げる．

　a）実例1（1976年5月15日の例：第2図～第4図）

　この日網走では，朝から6m／secほどの南南西の風に

より高温の状態が続ぎ，気温は次第に上昇した．14時25

分から約25分間に気温が8deg急降したあとは弱い北ま

たは東の風となっていたが，17時42分から17時50分にか

けて気温が4deg上昇し，以後再び南南西の風に戻って

強まった．自記紙に記録された気温変化の線は，第2図

のごとく山が陥没したような形をしている．このような

形の気温変化を，形状の類似から，火山学の用語を借用

して“カルデラ型気温変化”と命名する．14時25分の気

温下降は急激で，最初の4分間は15秒ごとの自動打点記

録が線としてつながらず，間隔をおいた点の配置（点線）

となっている．17時42分の気温上昇も同様に点線になっ

ているが，変化幅が4degなので気温急変の定義には該

当しない．気温がカルデラの底にある時間帯（14時50分

～17時42分）には，その前後の高温の期間に比べると気

温の変動が大きい．

　農業気象観測所の資料によると，この日網走以外で気

温急変が記録されているのは斜里（網走の東南東37km）

だけである．斜里では網走よりも遅れて16時05分に気温

が5deg急降し，風も西南西風から東風に変わって風速

　　　　　　　　　　　．謄懸二二
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第2図　1976年5月15日，網走における気温変化．
　　　　矢羽根は地上風で，長い羽根1本が2m／sec，

　　　　短い羽根1本が1m／sec．
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が弱まった．17時35分には西風に戻って強まったが，気

温の変化ははっきりしなかった．

　毎時の地上実況図（第3図）でみると，この日の北海

道オホーック海側は全般に南西風が卓越しており，雄武

や興部では15m／secを越える強風となっていた．気温は

この季節としては異常に高く，網走から北見にかけての

地域では最高気温が30◎Cに達した．気温急変に対応す

る等温線の密接部分（以下，気温急変線と呼ぶ）は15時

の実況図で網走付近に現われ，16時には斜里に届いてい

る．ただし網走と斜里の間の海岸線には観測点がないの

で，2地点間の海岸線全部で気温急変が発現したかどう

かはつまびらかでない．気温急変線は内陸方向にあまり

進行せず，海岸線からの距離が10kmの小清水や14km

の女満別では気温や風の急変は発現していない．気温急

変線より海側では風が海から気温急変線に向かって吹く

形になっているので，気温急変線は海風前線のようにも

見える．18時の実況図では気温急変線は海上に押し出さ

れたものと思われる．地上天気図で見る限り，この日の

午後に北海道付近で一般場の大きな変化があったとは認

められない．天気は晴で絹雲が出ていた．第4図に15日

15時の地上天気図を示す．

　b）実例2（1975年5月11日から12日にかけての例：

第5図～第9図）

　北海道オホーツク海側では，11日23時頃海岸に位置す

る枝幸および内陸の滝の上で南西風の強まりと気温の急

昇があり，12日早朝にかけて順次他の地点でも観測され

た．そして12日正午，斜里で風が北に変ると共に今度は

気温が急降し，夕方にかけて順次他の地点でも同様の変

化を記録した．気温急変の等時線を描いてみると第6図

のようになり，急昇は西から東へ時速10kmで進行しう

急降は海岸線から内陸へ時速25kmで南西進したことが

わかる．ただし急降の等時線は，内陸へ入った12日15時

以降進行速度が落ちた．・なお，網走から北見にかけての

、天気”27．4．
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第3図 毎時の地上実況図（1976年5月15日）．矢羽根は地上風（風速
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第4図 1976年5月15日15時の地上天気図．
等圧線は2mbごと．

気温急変の等時線（1975年5月11日～12

日）．左が気温急昇，右が気温急降につ
いて．
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1975年5月12日，紋別における気温変化．

矢羽根は地上風で，風速の表示は第3図に
同じ．

1980年4月

第7図 気温急変の変化幅（1975年5月11日～12
日）．左が気温急昇，右が気温急降につ

いて．数字の単位はdeg．
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第8図 2時間ごとの地上実況図（1975年5月11日～12日）．
温急降の前後を表わした．他は第3図と同じ．

aは気温急昇の前後，bは気

地域では気温の急昇が現われず，漸次的な上昇をみせ

た．気温急変の変化幅は第7図のような分布をしてお

り，急降幅の方が急昇幅よりも一般的に大きかった．ま

た海岸線で変化幅が大きく，内陸へ行くほど小さくなる

傾向がみられた．気温の急昇・急降とも明瞭に現われた

紋別における記象を，代表として第5図に示す．紋別で

は12日02時24分から12分間に気温が12deg急昇し，14

時11分から21分間に15deg急降した．急昇および急降

時の記象は，やはり点線を描いている．風は気温急昇前

はほとんど静穏，急昇後の高温期間は平均8m／secない

し10m／secのやや強い南西風，気温急降後は北または

東の風となって風速も3m／sec位に落ちた．

　2時間ごとの地上実況図（第8図a，b）でみると，

11日深夜から12日早朝にかけて，気温急昇をもたらす等

温線の密接部分（以下，気温急昇線と呼ぶ）が到来する

前の低温な領域では，風がごく弱く風向も一定せず水平

22

温度傾度もゆるかった．気温急昇線の通過後，気温急降

をもたらす等温線の密接部分（以下，気温急降線と呼ぶ）

が到来するまでの高温期間は，全域とも南西または西の

風となり，紋別以北の海岸線では10m／secを越える強

風となった．高温域の中心の気温は日中26。Cに達して

いる．気温急降線の通りすぎた地域は東または北東の風

が卓越し，気温分布は海岸で低く内陸へ行くほど高くな

っていて，海上から陸上に進入した空気が暖められて変

質している様子が理解できる．気温急降線のところで

は，その両側からの風が衝突するような形になってい

る．気温急降線の通過直後には一時的な突風を観測した

ところもあるが，通過後1時間程度で全域とも風速が4

m／sec以下に落ちた．

　第9図に示した地上天気図によると，この期間には一

般場が大きく変動したことがわかる．気温急昇が始まる

前の11日21時には，北海道東部に高圧部があり，北海道

、天気”27．4．
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第9図 1975年5月11日～12日の6時間ご
との地上天気図．気圧の谷を2重
線で表わした．等圧線は2mbご
とだが，必要部分には1mbごと
の補助等圧線を破線で記入した．

の中央部を気圧の谷が南北に走っていた．この気圧の谷

は東進して，、気温急昇後の12日09時にはオホーック海上

に出ており，北から南下してきた気圧の谷（12目03時で

はサハリンを横切っていたもの）と融合した形となっ

た．気圧の谷の南西側に入った北海道オホーック海側の

一般風は，南西ないし西の風向である．気温急降線が内

陸へ向かって進行中の12日15時には気圧の谷が南下して

上陸し，北海道北東部にさしかかっている．このよう

に，急圧の谷の挙動と気温急昇線・気温急降線の移動と

はよく一致する．一般場の変動をもたらした気圧の谷が

“前線”と呼ばれる構造をもっていたかどうかは明らか

でない．天気の推移は，11日日中は層雲による曇または

霧，11日夜になって快晴，2度の気温急変に挾まれた高

温期間は積雲系の雲の多い晴または曇，気温急降後は層

265

雲による曇であった．なお，気象官署の記録によると，

各官署とも12日午後にごく弱いしゅう雨を観測してい

る．ただし，その時刻と気温急降線の通過時刻との関係

は一様でなく，枝幸では通過前に，雄武では通過時と通

過後に，紋別と網走では通過後に，それぞれしゅう雨が

あった．しかしこの相違が何を意味するものかは明らか

でない．

1980年4月・

　3．現象の発現に関する考察

二つの実例でも明らかであるが，気温魯変時⑳記象紙

をみると二つの気温ベースが明瞭に現われている．すな

わち，気温急変を境にして相対的に高温のベースと低温

のベースとがある．そして気温急変はこの二つの気温ベ

ースの間を跳び移るようにして起きている．この二つの

気温ベースを・それぞれ“暖ベース”・“冷タース”と呼

ぶことにする．

　前出の第3図と第8図において，気温ベースと風向と

の関係に特色がみられる．それは，気温の暖ベース時に

は南ないし西の風・冷ベース時には北な》》し東の風とな

っていることである．これはどの気温急変の時㌍も共通

することである．北海道オホーツク海岸は，海岸線が北

西一南東の走向であるから，南ないし西の風は陸から海

へ向かって吹く風（以下，“離岸風”と呼ぶ）であり，北

ないし東の風は海から陸へ向かって吹く風（以下，“向

岸風”と呼ぶ）である．すなわち，それぞれの気温ベー

スをもたらす空気の起源が異なる．暖ベースをもたらす

のは離岸風とともに内陸からやって来る空気であり，冷

ベースをもたらすのは向岸風とともに海上からやって来

る空気である．この2種類の空気が短時間のうちに入れ

替わるときに気温急変が起こると考えることができる．

実際，気温急変のときの風の記象紙を調べてみると風向

も気温とほとんど同時に急変している．　（実例2の地上

実況図（第8図a）で気温急昇前の冷ベース時の各地点

の風向は一定せずごく弱いが，これより前の11日日中に

は北ないし東の風が卓越し，夜に入って静穏状態になっ

た．すなわち・11日日中には向岸風とともに悔上からの

空気が陸上に侵入し・その空気が夜にな？てもそのまま

陸上に滞留したと考えられる．11日日中から夜にかけて

は陸上気温の変化がほとんどなかった．）

　離岸風の時と向岸風の時とで気温ベースが変わるの

は，陸上と海上の空気の温度差が大きいためと考えられ

る．陸上の気温はそこをおおってし，・る気甲（Dもつ温度に

おおむね規定され，それに放射にぷる熱収支のi効果が加
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第10図　網走の日最高気温（太実線）・日最低気温

　　　　（太破線）と沖合海面水温（細実線）の年

　　　　変化（いずれも平年値）．冬季については

　　　　沖合海面水温の資料はない．

わって気温の日変化を起こしている．これに対し，海上

の気温の日変化は陸上に比べるとごく小さいことが知ら

れている．それは海面水温が像とんど日変化しないこと

によるのであり，季節の推移による海面水温の年変化を

無視できる程度の短い期間を間題にする場合には，海水

面は海上の空気に対しては温度一定の冷・熱源とみなす

ことができる．従って，陸上と海上の空気の温度差の大

きさは，主として陸上気温の値に依存する．

　ところで，北海道オホーック海岸における陸上気温と

海面水温との平均的な関係は第10図のようになってい

る．この図は，陸上気温の代表としては網走における日

最高気温と日最低気温をとり，海面水温としては若生・

小島（1963）の報告による網走沖10km付近の値をとり，

それらの平年値の年変化を示したものである．海面水温

は海上の気温とは必ずしも一致しないが，海面水温と気

温との間に開きがある時は，海水面はその開きを縮める

ように冷・熱源として空気に対して作用するので，海面水

温を海上気温の指標として取り扱うことにしよう．この

図によると，4月から7月までの期間は陸上の日最低気

温と沖合の海面水温とがほぼ等しい．すなわち，この期

間には陸上気温はおおむね海上気温より高いと考えてよ

い．そうすると，陸上気温と海上気温との差は，1日の

うちでは陸上で日最高気温の出る頃に最も大きくなる．

陸上の日最高気温と沖合海面水温との温度差（つまり陸

上気温と海上気温との差の日最大値の指標）は，春から

初夏にかけてが大ぎく，特に春（4月，5月）は温度差

が平年値で8deg以上あり，そのピークは5月上旬の

10．6degである．陸上の気温が平年値を上回る場合に

はさらに大きな温度差が期待できる．この大ぎな温度差

が，春季の北海道オホーック海岸における，風向の違い

24

（離岸風か向岸風か）による気温ベースの歴然とした相

違を作り出すものと思われる．特に実例1（第3図）や

実例2の暖ベース期間（第8図）のように一般風が離岸

風のときには，それがこの地域にとって山越えのおろし

風となるために陸上の気温がいっそう高温となる傾向が

考えられ，風向の違いによる気温ベースの相違の程度は

増幅されるであろう．

　気温急変を起こす暖・冷両ベースの空気の交替がいか

なる気象状態の時にいかなる経過をたどって行なわれる

のかを次に考察する．すなわち，離岸風から向岸風への

転換，またはその逆の過程が出現する機構を考える．こ

の考察においては，向岸風とともに海上から上陸してく

る空気の温度が常に離岸風とともに海上へ出て行く空気

の温度よりも低温であることを念頭におく．

　前掲の二つの実例についてみると，実例1の場合は一

般場の目立った変化がなく，南西風（離岸風）の卓越す

る場の中で，陸上気温の高くなった午後に，海岸付近だ

けに海上から向岸風とともに低温な空気が侵入した．こ

の様子から，冷ベースをもたらした向岸風は海陸風現象

としての海風であると推定する．ただし一般風の卓越す

る場の中での海陸風現象であるから，一般風のほとんど

ない場における典型的な海陸風に比べるとかなり変形し

たものになっていると思われる．実例2の場合は，気圧

の谷の挙動に伴う一般場の大きな変化が風向の転換をも

たらしたものと解釈できる．そこで一般場が変化しない

場合と変化する場合とに分けて考察を進める．

　a）一般場が変化しない場合

　一般場が定常であるとする．すなわち，問題とする一

定時間は一般場の風向や風速が変化せず，目立った温度

移流もないと仮定する．この場合に，海岸地方におい

て，風向の時間的変動を生じさせる可能性のあるもの

は，一般場よりもスケールの小さい海陸風現象である．

定常的な一般風に対し，海陸風がどのように関与するか

を考えればよい．

　海陸風は海上と陸上との気温差に起因する局地風で，

海岸地方における地上風向が昼間と夜間とで反対になる

ことはよく知られている．しかし春季の北海道オホーッ

ク海岸の場合，第10図の説明で述べたように，陸上の日

最低気温は海上気温と同程度までしか下らない．このこ

とは，海陸風のうちの陸風循環の発達を非常に困難にし

ていると思われる．従？てここでは海陸風のうちの海風

循環のみを問題とする．

　海陸風に対する一般風の寄与については，数値シミュ

、天気”27．4．

　　　告し
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　　　レーションを試みたEstoque（1962）の論文がある．そ

　　れによると，一般風が離岸風となっている場合には海風

　　循環が発達し，海風前線付近に強い水平温度傾度が出現

　　する．ただし海風はあまり内陸へ侵入できない．これに

　　対し，一般風が向岸風となっている場合には海風循環は

　　発達せず，海上から上陸する空気が鉛直混合によって順

　　次暖められながら内陸の奥深くまで達することが示され

　　　ている．Estoqueの結果を，海岸の観測点における気温

　　急変現象の発現の可能性という観点から見直すと，一般

　　風が離岸風の場合は海風前線の通過に伴って風向の転換

　　が起こるから気温急変現象の発現には好条件であるが，

　　一般風が向岸風の場合は風向の転換が起こらないから気

　　温急変現象の発現はない．よって，一般風が向岸風の場

　　合はこれを考察の対象外としよう．

　　　一般風が離岸風の場合，陸上では，海風が関与しない

　　限り暖ベースの気温が現われる．暖ベースの気温の日変

　　化曲線をモデル的に第11図aの実線で表わす．一方，海

、・　上の気温は常に冷ベースである．冷ベースの気温の日変

　　化曲線を第11図aの破線で表わす．冷ベースの温度は，

　　海水面による空気の冷却の進み具合によって異なるが，

　　常に暖ベースの温度よりは低い．日変化の大ぎさは暖ベ

　　　ースの方が冷ベースより大きいので，両ベースの温度差

　　は昼間に大きく夜間に小さい．この両ベースの温度差に

　　　よる海岸付近の局地的な気圧傾度はいつも海から陸へ向

　　いており，離岸風を吹かせている一般場の気圧傾度とは

　　符号が反対である．日中，陸上の暖ベース気温の著しい

　　上昇により，海上の冷ベース気温との差が大きくなり，

　　両ベースの温度差による海岸付近の局地的な気圧傾度が

　　・一般場の気圧傾度を絶対値で上回ると，海岸地方に海風

　　　（向岸風）が侵入する．海風前線の通過に際しては気温

　　急降が記録される．暖ベースの温度が日中のピークをす

　　　ぎて下がり始めると，両ベースの温度差が縮まり，局地

　　的な気圧傾度と一般場の気圧傾度の大小関係が再び逆転

　　する時が来る．これが海岸地方において海風（向岸風）

　　から一般風（離岸風）への転換の時である．海風前線が

　　後退しつつ通過する際には気温急昇が記録される．以上

　　のような経過をたどると，海岸の観測点では第2図のと

　　　ころで述べたカルデラ型気温変化が現われるであろう．

　　実例1の網走と斜里の気温急変はこのような過程によっ

　　て説明できる．第2図の暖ベース時の気温はこの季節と

　　　しては異常に高く，沖合の海面水温との間に大きな温度
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ
　　差が予想される．冷ベース時の気温は沖合の海面水温よ

　　　り相当高温であると思わ紅るが・一嘉れは陸上から海上へ
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第11図 暖ベース・冷ぺ一スの目変化とカ“

ルデラ型気温変化の現われ方のモ

デル．a：暖ベース（実線）と冷
ベース（破線）はそれぞれ別個に

日変化をする．b～f：一般場の
気圧傾度の大小によって，カルデ

ラの底の継続時間が異なる．太実

線が実際に観測点で記録される気
温変化曲線．

出た空気が十分に冷却されないうちに海風循環に捕えら

れて上陸してきたと考えることができる．冷ベース時の

気温の記象が安定せずに小刻みに変動しているのはその

ためであろう．

　局地的な気圧傾度と一般場の気圧傾度との均衡点が1

日のうちのどの時刻になるかによって，第11図b～fの

ように気温の日変化の型は少しずつ異なってくる．デ般

場の気圧傾度が大きいほど，海風が侵入するためには陸

上と海上のより大きな気温差が必要であり，従って海風

の侵入する時刻も，暖ベースと冷ベースの温度差の最大

となる時刻（暖ベース気温あピーク時）に近づき，また

それに付随する気温急降の変化幅も大きくなる．そして

暖ベース気温がピークを過ぎて下がり始めると，一般場

の気圧傾度が大きい場合ほど早くに海風の支配下から一

般風の支配下に戻り，それに伴う気温急昇の変化幅も大

きい．すなわち，海岸地方における日中の海風の卓越時

間（言い換えれば，気温がカルデラの底にある時間）の

25
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長さは，一般場の気圧傾度が大きいほど短い．一般場の

気圧傾度がある限度以上に大きくなると，海風がまった

く侵入せず，海岸の観測点における気温の日変化曲線は

頂上が陥没しない暖ベース気温の日変化曲線そのものと

なる（第11図b）．実例1の場合，網走より北の海岸線

では海風の侵入がなく，気温変化曲線は第11図bのよう

になった．これは，網走より北の地方では，一般場の気

圧傾度が陸上と海上の気温差による局地的な気圧傾度よ

り大きかった，言い換えれば，陸上と海上の気温差が一

般場の気圧傾度に打ち勝って海風を侵入させるほどには

大きくなかったことによるものと説明できる．

　海風の内陸への侵入距離は，陸上と海上の気温差によ

る局地的な気圧傾度が一般場の気圧傾度に打ち勝って生

ぜしめる傾圧場の及ぶ範囲に関係すると思われる．従っ

て，暖ベースと冷ベースの温度差が大きいほど，また一

般場の気圧傾度が小さいほど，海風はより内陸まで侵入

し，気温急変現象の発現もより内陸にまで及ぶ．ただ

し，海上から侵入した冷涼な空気は陸上を進むうちにど

んどん暖められて変質するので，内陸へ行くほど気温急

変現象は不明瞭となるであろう．

　一般場が変化しない場合の気温急変現象は，一般風が

離岸風であることがまず必要条件で，それに海風循環が

関与することによって発現する．主役として振舞う海風

循環のエネルギー源は陸上と海上との気温差であるか

ら，この場合の気温急変現象の直接的な原因は熱的な要

素であると言うことができる．

　b）一般場が変化する場合

　一般場が定常でない場合，すなわち一般場の風向や風

速の変化がある場合を考える．

　前線や気圧の谷などが明瞭な風向シアー線を伴いなが

ら移動することがある．この風向シアー線が，北海道オ

ホーツク海側にとって離岸風と向岸風との境界線という

形になるとき，その通過に際して離岸風から向岸風への

転換，またはその逆の過程が観測され，同時に気温急変

が期待される．この気温急変は風向シアー線の両側の空

気がもともと持っている温度差には関係ない．またこの

場合は一般風の風向が変化するのであるから，海岸地方

に限らず内陸地方でも風向転換が起こり，気温急変に至

ることもある．ただし，向岸風の空気は上陸すると変質

するので，内陸の地点では気温急変現象が明瞭に現われ

るチャンスは少ないであろう．前掲の実例2は，内陸の

地点も含めた北海道オホーツク海側の全域で気温急変が

発現した例であるが，気圧の谷に伴う風向シアー線がこ

26

の地方を2度横切ったことが直接的な原因と言える．そ『

して，離岸風をもたらす一一般場が平年に比べてかなり高

温な空気を持っていた（紋別の暖ベース時の最高気温

24．2。Cは平年比プラス10deg）ことが，変化幅の大ぎ

い気温急変現象の発現を有利にしていた．

　一般風と海風循環との関連において，一般風に変化が

ない場合はカルデラ型気温変化が現われるが，一般風が

変化する場合の状況を次に考察する．ここにおいても一

般風が離岸風の場合のみを対象とする．一般風の風速が

弱化または強化した場合，すなわち一般場の気圧傾度が

変化した場合，陸上と海上の気温差による局地的な気圧

傾度と一般場の気圧傾度との大小関係が逆転する可能性

が考えられる．また一般風の風向が変動する場合，それ

が離岸風の範囲内での変動であっても，一般場の気圧傾

度の海岸線に直角な方向の成分は変動しているから，や

はり陸上と海上の気温差による局地的な気圧傾度との大

小関係は逆転のチャンスがある．これらの結果，海風の

侵入または後退が起こり，海岸地方において離岸風と向

岸風との交替が生じて気温急変現象の発現につながる．

この場合の海風の侵入・後退の直接的な原因は一般場の

変化である．このほか，一般場の変化としては温度移流

．のある場合が考えられ，この場合についても海風循環と

の関連で上と同様の議論ができる．ただし，一般場の温

度変化は一般風の変化に付随することが多く，一般風が

変化しない時の一般場（暖ベース）の温度変化は，放射

収支による陸上気温の日変化より小さいのが普通である

から，この原因のみによる明瞭な気温急変の例はまれで

あろう．

　一般場の変化による気温急変は，記象紙の上では第12

図のような単純な断崖型となる．一般場の変化が直接の

原因であるから，気温急変は一般場の変化に応じて昼夜

の別なくいつでも起こる．ただ暖ベースと冷ベースとの

温度差が目変化する関係で，気温急変の変化幅は日中に

大きく夜間に小さいという傾向になるであろう．実例2

（0）

lb）

Time

第12図　一般場の変化による気温急変

　　　　の記象のモデル．

　　　　a：急降，b：急昇．

、天，気”27．4．
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の場合，気温の急昇よりも急降の変化幅の方が大きかっ

たのは，前者が夜間，後者が昼間に発現したためと思わ

れる．

る．
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